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1これまで、携帯電話メールを利用した連絡シス
テムを作成し、現在は「shiraume.jpメール」と
いう名前で運用している（倉澤2004,倉澤2006）。
今回は、これに「マイページ」機能、すなわち自
分の登録しているメールアドレスの確認、パス
ワードの変更、メーリングリストからの脱退を行
える機能を付け加えることにした。
前回作成した連絡システム（倉澤2006）は、そ
れ以前のものと異なり、ユーザが自由にメーリン
グリストを作成することができる。このとき、メ
ンバーを登録・管理するのはメーリングリスト作
成者であり、メンバーには自分がどのメーリング
リストに加入しているのか確認する手段がなかっ
た。また、メンバーが、不本意なメーリングリス
トに加入「させられている」ケースもあり得ない
ことではない。そこで、メンバーが、自分の加入
しているメーリングリストを確認することができ、
必要なら脱退することもできる機能を付け加える
ことにしたわけである。さらに、パスワードの変
更機能も付け加えることにした。現状では、パス
ワードは現在のパスワードと新しいパスワードの
両方を記述したメールを送信することにより変更
することになっているが、同様の機能をウェブの
インターフェイス上に作成することは可能なので、
付け加えることにした。ただし、メールアドレス
そのものを変更する機能は加えないことにした。
ウェブのインターフェイス上でユーザが新しい
メールアドレスを入力することで変更の処理を行
うことは可能ではあるが、その際のメールアドレ
スが正当なものであることを確認する手続きが複
雑化するからである。一般に、ウェブのインター
フェイス上に入力されたメールアドレスが正当な
ものであることを確認するためには、当該のアド
レスに確認用のキーフレーズ等を含んだメールを
送信し、改めてそのキーフレーズを入力させる、
といった方法を取る必要があるが、やや複雑な処
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理となるので、今回は諦めることにした。
ウェブ上で会員が自己の登録情報を閲覧できる
ような仕組みは、一般に「マイページ」と呼ばれ
ているので、ここでも「マイページ」と呼ぶこと
にする。今回作成した「マイページ」には以下の
機能を持たせることにした。なお、ユーザごとの
設定変更を行うシステムであるから、ユーザIDと
パスワードによるユーザ認証の機能を持つのは当
然である。
①現在登録されているメールアドレスの表示
②パスワードの変更
③現在加入しているメーリングリストの一覧表
示
④個別のメーリングリストからの脱退
マイページの表示
「マイページ」のログイン画面が図１である。こ
の画面にユーザ IDとパスワードを入力してログ
インすると、図２のようなマイページ表示となる。
ここには、現在の登録アドレス、パスワード変更
用のテキストボックスと変更ボタン、それに現在
の参加メーリングリストの一覧、および脱退手続
き用のチェックボックスと脱退ボタンが表示され
る。
パスワードの変更機能
新しいパスワードをテキストボックスに入力し、
「変更」ボタンを押すと、パスワードの変更処理
が行われ、図３のように「パスワードを変更しま
した。」という表示が現れる。
2
図２ マイページ表示（ログイン後の画面）
図３ パスワード変更
3メーリングリストからの脱退機能
「参加MLの確認と脱退」の欄にあるチェック
ボックスをチェックして、「脱退する」ボタンを
押すと、メーリングリストからの脱退処理が行わ
れ、図４のように脱退したことを示す表示が現れ
る。脱退の際、本人とメーリングリストのオーナー
あてに図５のような内容のメールが送信される。
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図４ メーリングリストからの脱退
図５ 脱退を確認するメール
